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２
月
６
日
、
厚
生
労
働
省

主
催
「
第
21
回
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
障
害
対
策
関
係
者
会

議
」が
執
り
行
わ
れ
た
。こ
の

会
議
は
２
０
２
１
年
４
月
か

ら
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
第
２
期
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

障
害
対
策
推
進
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て
開
催
さ
れ
た

も
の
。
基
本
計
画
は
ア
ル
コ

ー
ル
の
健
康
障
害
と
そ
れ
に

関
連
し
た
各
種
問
題
の
対
策

を
定
め
る
も
の
で
、
今
回
の

会
議
で
は
主
に
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
関
す
る
事
例
共
有

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
会
議
で
は
地
域
の
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
治
療
の
た
め
の

自
助
グ
ル
ー
プ
と
行
政
機
関

の
連
携
支
援
の
必
要
性
、
依

存
症
に
苦
し
む
患
者
個
人
の

孤
立
を
防
止
す
る
取
り
組
み

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

所
の
中
原
由
美
委
員
は
、
県

の
施
策
と
し
て
、
依
存
症
患

者
の
支
援
者
に
対
す
る
研
修

実
施
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
の

相
談
窓
口
設
置
推
進
な
ど
を

紹
介
し
た
。
人
口
当
た
り
の

精
神
保
健
従
事
者
が
他
県
よ

り
多
く
、
人
手
を
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
に
割
き
や
す
い
こ
と

が
、
施
策
実
施
可
能
な
要
因

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
新
生
会
病
院
の
小
仲
宏
典

委
員
は
、
高
齢
者
の
介
護
現

場
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
の
８
割
が
飲
酒
関

連
の
問
題
に
遭
遇
し
て
お

り
、
ま
た
介
護
者
が
禁
酒
を

拒
絶
す
る
た
め
、
踏
み
込
ん

だ
対
応
が
難
し
い
現
状
を
紹

介
し
た
。
そ
の
上
で
介
護
現

場
と
医
療
機
関
が
連
携
し
て

問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
ま
た
一
時
の
断
酒
で
終

わ
ら
な
い
よ
う
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
飲
酒
す
る
環
境

を
排
除
し
て
い
く
よ
う
な
個

別
指
導
が
効
果
的
で
あ
る
と

し
た
。

　
他
方
全
体
の
課
題
と
し

て
、
多
く
の
自
治
体
に
お
け

る
医
療
機
関
と
自
助
グ
ル
ー

プ
の
連
携
の
不
十
分
さ
、
中

核
都
市
以
外
で
の
グ
ル
ー
プ

活
動
の
制
約
、
人
員
の
不
足

な
ど
も
挙
が
り
、
国
と
し
て

も
自
助
グ
ル
ー
プ
支
援
や
関

係
機
関
の
連
携
強
化
が
今
後

必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

21
回
目
の
対
策
会
議
開
催

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

対
策
の
現
状

　
米
国
に
遅
れ
る
こ
と
40
年
。
わ
が
国
の
低
用
量
経
口
避
妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
は
１
９
９

９
年
６
月
16
日
承
認
、
９
月
２
日
に
発
売
さ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
早
く
も
20
年
が
経
過

し
て
い
る
。
承
認
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
紙
に
お
い
て
「
ピ
ル
承
認

秘
話
〜
わ
が
国
の
ピ
ル
承
認
が
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
本
当
の
理
由
（
わ
け
）
〜
」
に
連

載
し
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｃ
を
巡
っ
て
、
こ
の
20
年
間
で
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
と

り
わ
け
本
会
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
っ
た
。

 

（
本
会
理
事
長
・
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

２
０
０
８
年
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
登
場

　
避
妊
効
果
の
高
い
Ｏ
Ｃ
が

発
売
さ
れ
た
後
、
２
０
０
８

年
に
は
月
経
困
難
症
の
症
状

を
緩
和
さ
せ
る
効
果
が
あ

り
、
保
険
適
用
を
有
す
る
低

用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ

ゲ
ス
チ
ン
配
合
剤
（Low 

d
o
se
 E
stro

g
e
n
-

Progestin

、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）
で

あ
る
「
ル
ナ
ベ
ル
」
が
、
10

年
に
は
「
ヤ
ー
ズ
」
が
発
売

さ
れ
た
（
表
）
。
そ
の
後
、

さ
ら
に
２
種
類
の
後
発
薬
Ｏ

Ｃ
が
加
わ
る
な
ど
、
わ
が
国

の
避
妊
市
場
は
確
実
に
伸
び

て
い
る
。
世
界
に
は
Ｏ
Ｃ
／

Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
分
け
る
統
計
は
な

く
、
全
て
を
Ｏ
Ｃ
と
統
一
し

て
い
る
。

　
１
９
９
９
年
か
ら
の
Ｏ
Ｃ

と
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
売
り
上
げ
シ
ー

ト
数
の
年
次
推
移
を
見
る

と
、
年
々
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
２
０
１
９
年
に
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
Ｏ
Ｃ
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
（
図
）
。

14
年
、
15
年
に
売
り
上
げ
が

減
少
し
て
い
る
の
は
、
13
年

12
月
17
日
に
田
村
憲
久
厚
生

労
働
大
臣
（
当
時
）
が
定
例

の
記
者
会
見
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
服

用
女
性
で
の
血
栓
塞
栓
症
に

よ
る
死
亡
例
が
あ
っ
た
と
の

発
表
を
契
機
に
、
メ
デ
ィ
ア

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
加
速
し
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
19
年
の
１
年
間

で
、
Ｏ
Ｃ
は
５
０
５
万
シ
ー

ト
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
は
５
２
８
万
シ

ー
ト
、
合
計
１
０
３
３
万
シ

ー
ト
の
売
り
上
げ
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
売
り
上
げ
状
況

か
ら
日
本
人
女
性
の
Ｏ
Ｃ
／

Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
服
用
者
数
を
推
計

は
、
Ｏ
Ｃ
服
用
者
や
服
用
希

望
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
相
談
に

は
、
本
会
の
セ
ミ
ナ
ー
を
修

了
し
た
受
胎
調
節
実
地
指
導

員
や
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

が
当
た
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｃ
発

売
前
か
ら
開
設
し
て
い
る
本

会
独
自
の
電
話
相
談
「
思
春

期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
加
え
て
、
00
〜
04
年
度
に

は
「
ピ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
」
（
ヤ

ン
セ
ン
フ
ァ
ー
マ
㈱
）
、
01

〜
09
年
度
「
ピ
ル
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
（
当
時
シ
ェ
ー
リ

ン
グ
㈱
）
、
04
年
度
か
ら
19

年
末
ま
で
「
Ｏ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ル
」
（
バ
イ
エ
ル
薬
品

㈱
）、10
年
度
か
ら
今
日
ま
で

「
Ｏ
Ｃ
コ
ー
ル
」
（
あ
す
か

製
薬
㈱
）
、
14
年
度
か
ら
今

日
ま
で
「
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
」
（
富
士
製
薬
工
業
㈱
）

が
、
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

10
〜
16
時
ま
で
開
設
さ
れ
て

き
た
が
、
19
年
12
月
末
ま
で

の
相
談
件
数
は
合
計
９
万
８

８
６
４
件
を
数
え
て
い
る
。

　
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を

対
象
と
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー

も
あ
る
。
１
９
９
９
年
の
Ｏ

Ｃ
発
売
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
指
導
者
の
た
め
の
避
妊

と
性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ

ー
」
（
２
０
１
１
年
度
か
ら

は
「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
（
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
）
セ
ミ
ナ
ー
」
と
併

記
）
は
毎
年
全
国
８
か
所
で

開
催
し
、
そ
の
回
数
は
１
６

２
回
、
参
加
者
総
数
は
２
万

５
４
３
５
人
と
な
っ
て
い

る
。
バ
イ
エ
ル
薬
品
㈱
と
共

催
し
て
い
る
「
女
性
医
療
セ

ミ
ナ
ー
」
は
、
過
去
12
年

間
、
毎
年
、
時
宜
を
得
た
テ

ー
マ
を
設
定
し
て
全
国
各
地

で
開
催
し
て
き
た
。
そ
の

数
、
44
回
。
参
加
者
総
数
は

昨
年
末
ま
で
で
１
万
１
０
３

０
人
で
あ
る
。

　
本
会
は
「
使
い
た
く
な
い

人
に
も
ピ
ル
を
」
と
は
毛
頭

考
え
て
い
な
い
。
使
い
た
い

が
多
少
不
安
が
あ
る
人
に
対

し
、十
分
に
確
実
な
科
学
的
・

具
体
的
な
情
報
を
提
供
し

て
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
そ

の
役
割
を
見
出
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
Ｏ
Ｃ
／

Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
普
及
は
、
本
会
に

と
っ
て
の
悲
願
で
あ
り
、
女

性
た
ち
へ
の
愛
だ
と
確
信
し

て
い
る
。

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

が
、
１
人
の
女
性
が
年
間
平

均
で
６
シ
ー
ト
を
服
用
す
る

と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
数
は

１
７
２
万
人
と
推
計
さ
れ

る
。

　
99
年
に
Ｏ
Ｃ
が
発
売
さ
れ

る
直
前
の
中
用
量
ピ
ル
服
用

者
数
は
20
万
人
（
Ｏ
Ｃ
情
報

セ
ン
タ
ー
調
べ
）
と
い
わ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

発
売
後
20
年
間
で
８
・
６
倍

に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
い
か
に
少
な

い
数
字
で
あ
る
か
は
、
国
連

が
発
表
し
た
「
世
界
の
避
妊

法
選
択
２
０
１
８
」
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
15
〜
49
歳
で
、

婚
姻
・
同
棲
関
係
に
あ
る
女

性
で
の
Ｏ
Ｃ
の
普
及
率
は
、

オ
ラ
ン
ダ
49
・
０
％
、カ
ナ
ダ

43
・
７
％
、フ
ラ
ン
ス
36
・
６

％
と
高
率
で
あ
る
一
方
、
本

会
が
16
年
に
実
施
し
た
「
第

８
回
男
女
の
生
活
と
意
識
に

関
す
る
調
査
」
結
果
で
は
、

日
本
の
場
合
２
・
９
％
に
す

ぎ
な
い
。
韓
国
２
・
０
％
、

香
港
を
含
ま
な
い
中
国
１
・

２
％
で
東
ア
ジ
ア
で
の
Ｏ
Ｃ

普
及
率
は
極
め
て
低
い
。

Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
普
及
に

本
会
が
果
た
し
た
役
割
と
は

　
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
日
本
人

女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
は
、
今
更
言
う
ま

で
も
な
い
。
本
会
は
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を

推
進
す
る
公
益
民
間
団
体
と

し
て
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
普
及

に
尽
力
し
て
き
た
。

　
Ｏ
Ｃ
発
売
に
際
し
て
、
本

会
を
は
じ
め
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
、
日
本
母
性
保
護
産

婦
人
科
医
会
（
現
日
本
産
婦

人
科
医
会
）
な
ど
６
団
体
が

発
行
し
た
「
低
用
量
経
口
避

妊
薬
の
使
用
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」は
、日
本
に
お
け

る
Ｏ
Ｃ
処
方
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
場
か
ら
は
厳

し
い
諸
検
査
を
求
め
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
初
版
）
は
不
評

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
06
年

に
「
問
診
を
重
視
し
、
血
圧

測
定
を
必
須
と
す
る
」
な
ど

世
界
水
準
に
準
拠
し
た
改
訂

版
を
公
表
し
、
日
本
に
お
け

る
Ｏ
Ｃ
の
普
及
に
拍
車
を
掛

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
が
00
年
か
ら
今
日
ま

で
開
設
し
て
い
る
電
話
相
談

表　わが国の避妊法の動向（低用量経口避妊薬承認以降）

図　 低用量経口避妊薬とＬＥＰ（保険適用薬）の
売り上げシート数

年 出来事
1999年 ＯＣの承認・発売。ゼリー型殺精子剤（FPゼリー）発売中止
2000年 女性用コンドーム（マイフェミィ）発売
2001年 フィルム型殺精子剤（マイルーラ）製造中止（3月）
2005年 銅付加子宮内避妊具「マルチロードCU250Ⓡ」「ノバT380」発売
2006年 「低用量経口避妊薬の使用に関するガイドライン（改訂版）」を作成

／女性用コンドーム（フェミドーム）発売
2007年 黄体ホルモン放出型子宮内避妊システム（ミレーナ52mg）発売
2008年 低用量EP剤「ルナベル配合錠」発売／ユウセイリング発売中止
2010年 低用量ＥＰ剤「ヤーズ配合錠」発売
2011年 6月に女性用コンドームの発売中止。緊急避妊薬「ノルレボ錠

0.75mg」承認・発売／日本産科婦人科学会編「緊急避妊法の適正使
用に関する指針」発表／ＯＣの後発品「ファボアール」「ラベルフィ
ーユ」発売／殺精子錠剤「ネオサンプーン・ループ錠」製造中止

2013年 IUD「マルチロード」発売中止
2014年 「ルナベル配合錠ULD」「ルナベル配合錠LD」発売／「ミレーナ

52mg」月経過多・月経困難症の保険適用開始
2015年 低用量EP剤の後発品「フリウェル配合錠LD」発売／日本産科婦人科

学会「OC・LEPガイドライン」発行
2016年 「オーソ777-21錠／オーソM-21錠」の製造発売中止／「ノルレボ

錠1.5mg」販売開始
2017年 子宮内膜症に伴う疼痛・月経困難症治療剤「ヤーズフレックス配合

錠」発売
2018年 月経困難症治療剤「フリウェル配合錠ULD」各社から発売
2019年 緊急避妊薬の後発品　レボノルゲストレル1.5mg「F」承認・発売
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本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
働
く
女
性
が
増
え
る
中
、
社
を
挙
げ

て
進
め
て
い
る
女
性
の
健
康
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
、
富
士
通
株
式
会
社
保
健
師
の

佐
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集
部
）

　
１
月
８
日
付
で
厚
労
省
子

ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課

が
、
全
国
の
母
子
保
健
主
管

部
（
局
）
長
あ
て
に
、
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
交
付
す

る
母
子
健
康
手
帳
任
意
記
載

事
項
様
式
の
通
知
を
行
っ

た
。
主
な
変
更
点
を
以
下
に

ま
と
め
る
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

　
「
経
口
弱
毒
生
ヒ
ト
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
１

価
）
・
５
価
経
口
弱
毒
生
ヒ

ト
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

（
５
価
）
の
い
ず
れ
か
を
接

種
」
と
の
解
説
が
加
え
ら
れ

た
。
接
種
回
数
は
１
価
が
２

回
、
５
価
が
３
回
で
あ
る
。

葉
酸
　
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
の

摂
取
に
言
及

　
神
経
管
閉
鎖
障
害
の
予
防

の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は

葉
酸
を
多
く
含
む
食
品
の
摂

取
を
推
奨
し
て
い
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
「
妊

娠
前
か
ら
妊
娠
初
期
の
女
性

は
、
食
事
に
加
え
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
付
加

的
に
１
日
あ
た
り
４
０
０
㍃

㌘
の
葉
酸
摂
取
が
望
ま
れ
ま

す
」
と
情
報
が
改
め
ら
れ
て

い
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
の
解
説
が

充
実

　
聴
覚
障
害
の
早
期
発
見
・

早
期
療
育
が
こ
と
ば
の
発
達

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

発
達
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
を
解
説
し
、
新
生
児
聴
覚

検
査
の
勧
奨
を
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
精
密
検
査
実
施
機

関
や
子
ど
も
の
耳
鼻
咽
喉
科

に
関
す
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
情
報
も
載
せ
て
い

る
。

股
関
節
脱
臼
の
予
防
を
追
加

　
新
た
に
、
股
関
節
脱
臼
に

関
す
る
解
説
が
盛
り
込
ま
れ

た
。

　
女
児
や
逆
子
（
骨
盤
位
）

に
多
い
こ
と
、
予
防
の
た
め

に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
脚
が
Ｍ
字

富
士
通
株
式
会
社
に
つ
い
て

　
現
在
、
私
が
勤
務
し
て
い

る
富
士
通
株
式
会
社
は
、
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
分

野
に
お
い
て
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
お
よ
び
電
子
デ
バ

イ
ス
の
開
発
、
製
造
、
販
売

か
ら
保
守
運
用
ま
で
を
総
合

的
に
提
供
す
る
、
ト
ー
タ

ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
は
、
グ
ル
ー
プ
連
結

で
約
13
万
人
、
男
女
比
は
８

対
２
で
す
が
、
直
近
10
年
で

女
性
の
新
入
社
員
比
率
が
約

10
％
増
加
し
て
お
り
、
女
性

が
活
躍
で
き
る
会
社
に
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
弊
社
で
は
、
従
業
員
一
人

一
人
が
心
身
共
に
健
康
で
い

き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
２
０
１
７
年
に
「
富
士

通
グ
ル
ー
プ
健
康
宣
言
」
を

制
定
し
、
関
係
各
部
署
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
健
康
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
は
〝
全
社

と
し
て
の
取
り
組
み
〞
と

し
、
富
士
通
グ
ル
ー
プ
会
社

の
全
従
業
員
が
参
加
で
き
る

も
の
を
企
画
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
19
年

の
女
性
の
健
康
週
間
に
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
全

社
展
開
で
、
女
性
の
健
康
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
（
以

下
、
女
性
健
康
セ
ミ
ナ
ー
）

を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　
以
下
に
弊
社
で
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女
性
従
業
員
支
援
の

取
り
組
み

　
働
く
女
性
の
割
合
が
増
加

し
、
活
躍
す
る
女
性
が
増
え

る
一
方
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
時
期
と
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
な
ど
の
人
生
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
を
迎
え
て
も
働
き
続

け
ら
れ
る
短
時
間
勤
務
や
テ

レ
ワ
ー
ク
制
度
の
導
入
、
事

業
所
内
に
保
育
園
を
設
置
す

る
な
ど
の
福
利
厚
生
が
充
実

し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま

健
康
に
意
識
を
向
け
て
も
ら

え
る
企
画
を
こ
れ
か
ら
も

　
今
回
の
女
性
健
康
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
弊
社
の
得
意
分

野
で
も
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
会
場
に
参
加

し
に
く
い
従
業
員
や
、
出
向

く
こ
と
が
難
し
い
従
業
員
が

参
加
で
き
、
多
く
の
方
々
へ

〝
同
時
〞
に
〝
同
内
容
〞
の

受
講
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
女
性
の
健
康
週
間

す
。

　
女
性
の
健
康
に
つ
い
て

は
、
月
１
回
の
メ
ル
マ
ガ
配

信
に
よ
る
情
報
提
供
、
婦
人

科
健
診
の
施
設
の
提
供
や
費

用
補
助
な
ど
が
あ
り
、
関
係

各
部
署
で
連
携
し
推
進
し
て

い
ま
す
。

「
女
性
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を

全
従
業
員
に
向
け
て
開
催

①
工
夫
し
た
点

　
今
回
企
画
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
は
〝
女
性
の
健
康
〞

を
テ
ー
マ
の
中
心
に
据
え
ま

し
た
が
、
二
つ
の
点
を
工
夫

し
ま
し
た
。

　
１
点
目
は
、
幅
広
い
層
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
初
め
て
対
象
者
を

男
性
従
業
員
も
含
め
た
全
従

業
員
と
し
た
こ
と
で
す
。
２

点
目
は
、
受
講
機
会
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
会
場
参
加

に
加
え
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

動
画
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
っ

て
、
当
日
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
全
国
の
従
業
員

に
同
時
に
聴
講
で
き
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
す
（
図

１
）
。

②
参
加
者
の
意
見
・
感
想

　
参
加
者
か
ら
の
感
想
は

「
大
変
有
益
」
「
有
益
」
と

回
答
し
た
方
が
９
割
以
上
で

し
た
。
特
に
男
性
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
聞
く
機
会

の
な
い
テ
ー
マ
で
勉
強
に
な

っ
た
」「
女
性
社
員
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
参
考
に
な
っ
た
」

「
直
接
聴
講
す
る
に
は
抵
抗

が
あ
る
の
で
、
ラ
イ
ブ
配
信

が
あ
り
大
変
よ
か
っ
た
」

「
妻
に
優
し
く
接
し
よ
う
と

思
っ
た
。
会
社
だ
け
で
な

く
、
家
庭
で
も
必
要
な
知
識

だ
と
思
っ
た
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
ら
ず
多
く
の
従
業
員
が

聞
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
当
初
想
定
し
て
い
た
以

上
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

に
合
わ
せ
て
、
昨
年
度
好
評

だ
っ
た
全
社
展
開
の
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、
婦
人
科
検
診

や
肌
年
齢
、
骨
年
齢
測
定
な

ど
、
日
ご
ろ
忙
し
く
、
健
康

に
意
識
が
向
か
な
い
方
に
も

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
従
業
員
と
、
そ
の

従
業
員
を
支
え
る
家
族
も
含

め
た
健
康
の
保
持
増
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

型
に
外
に
開
い
て
自
由
に
動

か
せ
る
状
態
で
あ
る
こ
と
、

抱
っ
こ
の
際
は
正
面
抱
き
が

よ
い
こ
と
な
ど
が
啓
発
さ
れ

て
い
る
。

「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ

ド
」
に
対
応

　
乳
児
期
〜
離
乳
期
の
栄
養

の
項
目
で
、
昨
年
改
定
さ
れ

た
「
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ

イ
ド
」
に
準
拠
し
て
内
容
が

刷
新
さ
れ
た
。

　
母
乳
を
与
え
ら
れ
な
い
と

き
の
対
応
と
し
て
こ
れ
ま
で

記
載
の
あ
っ
た
粉
ミ
ル
ク
に

加
え
、
液
体
ミ
ル
ク
の
活
用

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
離
乳
初
期
の
食

品
に
固
ゆ
で
し
た
卵
黄
の
追

加
、
離
乳
期
の
必
要
に
応
じ

た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ル
ク

の
活
用
、
と
い
っ
た
変
更
・

追
加
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　本会の公益事業として毎年発行している「妊娠中か
ら考えるお産のあとのあなたと赤ちゃんの健康」
2020年版が３月にいよいよ完成。お申し込みいただ
いた市区町村・医療機関等への発送が始まります。
　本冊子は、主に出産前後の母親を対象に、産後の母
子の健康や家族計画などの啓発・情報提供をすべく、
毎年１回無料で配布しているものです。
　今回は、全国から1,494件のお申し込みをいただ
き、総部数は約47万部となりました。母子健康手帳
交付時やママパパ学級での配布のほか、皆さまの母子
保健活動にお役立ていただければ幸いです。到着をど
うぞお楽しみに!!

※ 次回2021年版のご案内は、春以降に本紙
や本会HPにてお知らせする予定です。

47万部発行!!
2020年版 あなたと赤ちゃんの健康 完成

図１　 女性の健康週間に合わせて企画された
「女性健康セミナー」

■企画名 2018年度女性の健康週間健康セミナー
【健康経営推進施策】
「男性にも知ってほしい！働く女性の健康」
　～円滑な職場づくりのために～

■目的 男性社員を含む全社員が、女性特有の身体リズ
ムや健康問題を正しく理解し、円滑に働きやす
い職場環境を実現する

■ セミナー
構成

•外部産婦人科医による講話（50分）
•保健師による
　　婦人科健診の案内
　　女性の健康情報全社サイトの紹介（10分）
　計60分を就業時間内に実施

■周知方法 健康経営事務局からメールアドレス保有者（約
8万名）全員へメールによる開催案内や社内ホ
ームページや掲示板へ掲載
各グループ会社総務および人事を通じての周知

■ 参加
スタイル

①会場参加（事前申し込み100名）
②ライブ配信同時視聴（制限なし）
③ 後日動画
コンテンツ視聴
（制限なし）

■評価 セミナー終了後、
参加者にWebアン
ケート実施（無記
名式）

図２　 ライブ配信してセミナー内容を全国に
一斉提供

ＩＣＴの活用により
36都道府県86社の

アクセス！
（1,060人の視聴）

北海道
東北地方
24名

関東地方
663名

北陸
東海地方
172名

近畿地方
80名四国地方

11名

中国地方
11名九州

沖縄地方
48名

佐藤　さゆり富士通株式会社 保健師

44職域保健の現場から職域保健の現場から

働
く
女
性
の
活
躍
を
支
え
る
健
康
づ
く
り
を

母
子
健
康
手
帳
任
意
様
式

令 和
２年度
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◆
薬
物
に
よ
る
方
法
が
増
加

　
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
１
９
６

９
年
か
ら
全
米
50
州
を
含
む

52
拠
点
で
、
中
絶
件
数
と
患

者
の
特
性
に
関
す
る
調
査
を

毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

73
年
の
中
絶
合
法
化
の
後
、

80
年
頃
ま
で
件
数
と
率
が
上

昇
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
は
現
在
に
至
る
ま
で
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
公
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
Ｃ

の
報
告
書
で
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

　
２
０
１
６
年
の
中
絶
件
数

は
62
万
３
４
７
１
件
、
中
絶

率
（
15
〜
44
歳
女
性
千
人
当

た
り
の
件
数
）
は
11
・
６

件
、
中
絶
比
率
（
出
生
千
人

当
た
り
の
件
数
）
は
１
８
６

件
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
字

は
過
去
10
年
で
そ
れ
ぞ
れ
約

24
％
、
26
％
、
18
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
年

齢
階
級
別
で
見
る
と
、
全
件

数
の
59
％
は
20
歳
代
、
15
歳

未
満
は
０
・
３
％
、
40
歳
以

上
は
３
・
５
％
、
次
に
中
絶

回
数
で
見
る
と
、
全
件
数
の

57
％
は
初
め
て
の
中
絶
、
35

％
は
２
〜
３
回
目
の
中
絶
、

８
％
は
過
去
３
回
以
上
中
絶

し
た
患
者
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
見
る
と
反
復
中
絶
の
患
者

は
４
割
を
超
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
中
絶
処
置
は
外

科
治
療
が
中
心
で
し
た
。
し

か
し
最
近
は
、
薬
物
に
よ
る

も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
約
３
割
は

薬
物
に
よ
る
中
絶
で
し
た
。

ミ
フ
ェ
プ
リ
ス
ト
ン
と
ミ
ソ

（Add H
ealth

）
と
呼
ば

れ
、
思
春
期
か
ら
成
人
ま
で

の
精
神
・
身
体
の
健
康
を
継

続
し
て
モ
ニ
タ
ー
し
て
い

る
、
長
期
縦
断
研
究
に
参
加

す
る
約
1
万
１
千
人
の
20
年

に
及
ぶ
デ
ー
タ
（
12
歳
か
ら

最
長
30
歳
ま
で
）
を
分
析
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
体

の
約
77
％
は
少
な
く
と
も
１

回
の
虐
待
を
幼
少
期
に
受
け

て
お
り
、
全
体
の
約
32
％
は

思
春
期
か
ら
成
人
期
に
か
け

て
暴
力
を
伴
う
非
行
を
、
30

％
は
暴
力
を
伴
わ
な
い
非
行

を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う
非

行
と
は
窃
盗
や
器
物
損
壊
、

人
に
対
す
る
刃
物
や
銃
の
使

用
な
ど
で
す
。

　
詳
し
く
調
べ
る
と
、
虐
待

を
受
け
た
人
は
そ
う
で
な
い

場
合
に
比
べ
て
暴
力
を
伴
う

非
行
の
割
合
が
高
い
こ
と
、

暴
力
を
伴
わ
な
い
非
行
を
犯

す
件
数
が
一
気
に
増
え
て
い

く
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
の
増
加
の
パ

タ
ー
ン
は
、
非
行
件
数
は
一

旦
増
加
、
そ
の
後
20
〜
22
歳

で
大
き
く
減
少
し
、
そ
の
ピ

ー
ク
は
16
歳
前
後
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
人
種
や
性
的
指
向
の
違
い

な
ど
で
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
男
女
別
で
見
る

と
女
性
に
比
べ
て
男
性
は
暴

力
の
な
い
非
行
の
件
数
が
多

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
研
究

者
ら
は
男
性
が
潜
在
的
に
リ

ス
ク
行
動
を
す
る
傾
向
が
高

い
の
で
は
な
く
、
男
性
は
虐

待
の
ス
ト
レ
ス
を
自
身
の
外

に
向
け
て
表
現
す
る
、
す
な

わ
ち
ス
ト
レ
ス
を
外
在
化
す

る
傾
向
が
女
性
よ
り
も
強
い

か
ら
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ

ば
、
米
国
内
で
は
千
児
当
た

り
９
・
１
児
に
小
児
福
祉
シ

ス
テ
ム
で
対
処
し
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
身
体
的

虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
の
両
者

が
混
在
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
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プ
ロ
ス
ト
ー
ル
と
呼
ば
れ
る

薬
剤
の
併
用
投
与
で
行
う
も

の
が
多
く
、
過
去
10
年
で
２

倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ミ
フ

ェ
プ
リ
ス
ト
ン
は
黄
体
ホ
ル

モ
ン
受
容
体
調
節
剤
（
妊
娠

の
維
持
に
必
要
な
黄
体
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
を
打
ち
消

す
）
、
ミ
ソ
プ
ロ
ス
ト
ー
ル

は
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
製

剤
で
娩
出
作
用
（
子
宮
筋
を

収
縮
さ
せ
て
胚
を
排
出
す

る
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
併
用
に
よ
る
薬
物
治
療
法

は
フ
ラ
ン
ス
で
１
９
８
８
年

に
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
２
０

０
０
年
に
米
国
で
承
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
薬
物
に
よ
る
中

絶
は
妊
娠
８
週
か
そ
れ
よ
り

前
の
場
合
に
適
応
さ
れ
、
全

体
の
約
28
％
で
し
た
が
、
約

３
％
は
８
週
を
越
え
た
患
者

◆ 

小
児
の
家
庭
環
境
調
査

か
ら

　
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
映
像
を
視
聴
す
る
時
間

（
ス
ク
リ
ー
ン
時
間
）
は
明

ら
か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

で
は
生
後
間
も
な
い
幼
児
の

場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

米
国
国
立
小
児
保
健
発
達
研

究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
）
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
調
査
に

よ
れ
ば
、
１
歳
児
で
約
53

分
、
３
歳
児
で
１
５
０
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
８
〜
10
年
に
か
け

◆ 

虐
待
と
非
行
の
関
連
性

　
幼
少
期
に
受
け
た
虐
待
や

暴
力
と
そ
の
後
思
春
期
に
か

け
て
の
非
行
と
は
関
連
性
が

あ
る
、
つ
ま
り
虐
待
や
暴
力

被
害
の
影
響
は
そ
の
時
だ
け

で
な
く
そ
の
後
も
あ
る
パ
タ

ー
ン
で
続
く
こ
と
が
、
米
国

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
拠
点
を

置
く
、
小
児
期
か
ら
思
春
期

の
発
達
過
程
を
調
査
し
て
い

る
非
営
利
研
究
機
関
「
チ
ャ

イ
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
」
の
調

査
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
研
究
所
の
ハ
ン
ナ
・
ラ

ン
ト
ス
氏
は
、
ア
ド
ヘ
ル
ス

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
実
施

さ
れ
た
小
児
の
発
達
調
査

（Upstate KIDS

）
は
、
生

殖
補
助
医
療
の
出
生
児
を
生

後
12
〜
36
か
月
で
６
か
月
ご

と
に
生
活
習
慣
と
発
達
過
程

を
追
跡
調
査
す
る
疫
学
研
究

で
、
研
究
者
ら
は
児
の
母
親

約
４
千
人
か
ら
得
た
回
答
を

分
析
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

全
体
の
約
７
割
は
１
日
の
平

均
ス
ク
リ
ー
ン
時
間
は
51
分

か
ら
１
０
７
分
へ
と
視
聴
時

間
が
ゆ
っ
く
り
と
増
加
す
る

群
、
残
り
約
３
割
は
37
分
か

ら
２
４
０
分
へ
と
増
加
の
速

度
が
相
当
に
速
い
群
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
群
も
７
〜
８
歳
頃
に

は
平
均
90
分
と
減
少
し
、
こ

れ
は
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
時
間
が
最
も

短
い
群
か
ら
最
も
長
い
群
ま

で
10
に
区
分
し
た
と
こ
ろ
、

短
い
群
と
比
べ
て
２
倍
か
そ

　
相
談
員
に
な
っ
て
間
も
な

く
20
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
原
稿
当
番
を

機
に
、
相
談
員
生
活
を
少
し

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
新
人
の
頃
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
内
容
に
対
応
す
る
た

め
、
手
始
め
に
Ｍ
ｙ
ノ
ー
ト

を
作
り
ま
し
た
。
受
け
た
電

話
で
初
め
て
聞
く
よ
う
な
若

者
言
葉
や
略
語
、
先
輩
相
談

員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
々

必
死
に
書
き
留
め
て
い
き
ま

し
た
。
電
話
を
待
つ
時
間
に

相
談
室
に
置
か
れ
た
各
種
資

料
を
書
き
写
す
こ
と
も
、
私

に
は
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
実
は
そ
の
ノ
ー
ト
を
改

め
て
読
み
返
す
機
会
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
書
く
」
こ
と
で
、
自
身
の

知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
他
の
相
談
員
と
の
意
見
交

換
も
勉
強
に
な
り
、
特
に
新

人
に
と
っ
て
先
輩
相
談
員
と

の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

同
じ
相
談
内
容
で
も
、
相
手

に
理
解
し
て
も
ら
う
伝
え
方

は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
者
に
と
っ
て
何
が
よ
か

っ
た
の
か
、
議
論
を
重
ね
る

ご
と
に
「
な
る
ほ
ど
な
る
ほ

ど
」
と
教
え
ら
れ
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
周
期
調
節

の
説
明
で
互
い
に
混
乱
し
な

い
た
め
に
、
自
分
用
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
っ
て
い
た
相
談

員
が
い
ま
し
た
。
誰
か
の
良

い
と
こ
ろ
を
ま
ね
す
る
だ
け

で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
資

材
が
作
れ
る
、
つ
ま
り
自
分

の
苦
手
を
知
っ
て
補
え
る
こ

と
は
、
結
果
と
し
て
相
談
者

に
的
確
な
指
導
を
す
る
近
道

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
独
り
よ
が
り
な
対
応
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
電
話
の
受

け
答
え
を
録
音
し
て
検
証
し

た
時
期
も
あ
っ
て
、
相
手
の

声
ま
で
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
分
の
声
の
調
子
や
、

話
す
と
き
の
癖
、
説
明
の
分

談
も
、
こ
こ
数
年
は
私
か
ら

逆
質
問
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
な
が
ら
余
裕
を
持
っ

て
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
経

験
だ
け
で
な
く
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
や
振
り
返
り
の
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　
電
話
相
談
に
は
つ
き
も
の

の
、
イ
タ
ズ
ラ
に
は
よ
く
振

り
回
さ
れ
ま
し
た
。
本
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
は
、
例
え
ば
下

着
の
色
を
教
え
て
な
ど
の
明

ら
か
な
イ
タ
ズ
ラ
に
は
、

「
私
は
見
ず
知
ら
ず
の
人
に

教
え
ま
せ
ん
、
と
て
も
不
快

な
質
問
で
す
」
と
毅き

然ぜ
ん

と
し

た
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
、

な
り
す
ま
し
の
イ
タ
ズ
ラ
に

は「
だ
ま
さ
れ
る
」こ
と
が
ル

ー
ル
で
す
。
会
話
の
中
に
矛

盾
が
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
時
点
で
終
話
に
な
り
ま

す
。
イ
タ
ズ
ラ
に
限
ら
ず
で

す
が
、
全
員
で
共
通
し
た
対

応
が
望
ま
し
い
の
で
、
相
談

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
知
識
の
更
新
の
た
め
、
本

会
主
催
の
各
種
研
修
会
に
は

時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
新
た
な
学
び
は

楽
し
く
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　
北
村
所
長
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
中
で
、
印
象
的
な
言
葉
が

あ
り
ま
す
。「
回
答
に
窮
し
た

ら
『
分
か
ら
な
い
』
と
正
直

に
言
う
べ
き
で
、
そ
れ
は
相

談
員
と
し
て
劣
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
医
療
専

門
職
と
し
て
勇
気
の
い
る
こ

と
で
す
が
、
相
談
者
の
大
事

な
時
間
を
奪
う
こ
と
が
な
い

よ
う
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
で
き
る
だ
け
「
分
か
ら
な

い
」
と
告
げ
ず
に
済
む
よ
う

日
々
反
省
し
、
研
さ
ん
を
積

む
こ
と
が
大
事
な
の
は
、
新

か
り
に
く
さ
、
無
駄
な
繰
り

返
し
な
ど
、
恥
ず
か
し
い
内

容
に
反
省
す
る
こ
と
ば
か
り

で
し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
私
の
中
に
苦
手
意
識
が
あ

り
オ
ロ
オ
ロ
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
た
思
春
期
男
子
の
相

人
相
談
員
も
、
ベ
テ
ラ
ン
と

呼
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
今
も
同
じ
な
の
で
す

ね
。

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員 

田
中
桃
代
）

れ
以
上
長
い
群
の
児
を
持
つ

家
庭
の
特
徴
と
し
て
、
母
親

が
初
産
、
双
子
の
出
産
、
自

宅
で
の
ケ
ア
（
保
育
園
に
は

行
か
な
い
）
、
両
親
の
学
歴

が
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
か
そ
れ
以

下
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　
米
国
小
児
学
会
で
は
健
康

な
児
の
発
達
の
た
め
に
は
18

か
月
ま
で
は
メ
デ
ィ
ア
視
聴

を
控
え
て
、
そ
の
後
は
徐
々

に
暴
露
時
間
を
増
や
し
、
２

〜
５
歳
ま
で
は
１
日
の
ス
ク

リ
ー
ン
時
間
は
60
分
を
超
え

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、

今
回
の
調
査
で
は
87
％
の
児

は
こ
の
基
準
を
超
え
て
い
ま

し
た
。
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に
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
早
い
妊
娠
段
階
の
中
絶
は

処
置
に
伴
う
合
併
症
の
リ
ス

ク
も
低
い
の
で
す
が
、
今
回

の
調
査
で
は
、
妊
娠
８
週
よ

り
前
に
中
絶
治
療
を
受
け
る

割
合
が
20
歳
以
上
に
比
べ
て

19
歳
以
下
で
む
し
ろ
低
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
13
〜

14
年
に
か
け
て
米
国
の
薬
物

中
絶
の
適
応
基
準
は
妊
娠
週

の
上
限
63
日
か
ら
70
日
ま
で

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
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幼少期の
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の傾向

幼少期の
虐待被害と
その後の非行
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古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康（第792号） 2020年（令和 2年）3月 1日

60
産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

性
の
健
康
教
育
は
ワ
ク
チ
ン

髙
橋
　
健
太
郎

滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー（
滋
賀
県
大
津
市
）

広 告

第
24
話

ピ
ル
―
４
割
弱
が
解
禁
に

反
対（
１
９
７
３
年
調
査
）

　
大
学
婦
人
協
会
婦
人
の
地

位
委
員
会
（
山
口
真
委
員

長
）
で
は
、
１
９
７
３
年
11

月
に
、
高
等
教
育
を
受
け
た

女
性
の
生
殖
問
題
に
つ
い
て

の
意
識
調
査
を
実
施
。
そ
の

結
果
が
「
家
族
計
画
」
第
２

４
４
号
（
74
年
７
月
１
日
）

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

調
査
は
、
35
年
以
前
に
創
立

1952年、大分県生まれ。78年、鳥取大学医学部卒。
82年、同大学院修了。同年に平田市立病院産婦人
科医長。83～2004年、島根医科大学産科婦人科
学講座助手、講師、助教授。その間、1990年から
ナイメーヘン・カソリック大学
に留学。2004年、滋賀医科大
学産科学婦人科学講座助教授。
07年、同地域医療システム学
講座教授。10年、同地域周産
期医療学講座教授。13年、滋
賀県産科婦人科医会会長。18
年、滋賀県医師会副会長。

髙橋　健太郎今月の人

よ
り
行
っ
た
も
の
で
、
回
収

率
は
46
・
８
％
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
の
中
で
「
ピ
ル
解

禁
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

　
ピ
ル
解
禁
に
賛
成
は
17
・

７
％
、
反
対
37
・
２
％
、
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
30
・
０

％
、わ
か
ら
な
い
14
・
４
％
。

こ
の
う
ち
、
29
歳
以
下
で
は

30
歳
以
上
と
比
べ
て
解
禁
賛

成
派
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
中
立
派
、
わ
か
ら
な
い
が

多
く
、
反
対
派
は
極
端
に
少

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
30
歳

以
上
で
は
、
高
年
齢
に
な
る

に
従
い
賛
成
派
と
中
立
派
は

減
少
、
反
対
派
と
わ
か
ら
な

い
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

に
賛
成
派
、
反
対
派
の
30
代

と
40
代
と
で
は
前
者
は
急
激

に
減
少
、
反
対
派
は
急
激
に

増
加
し
、
世
代
間
格
差
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。

　
解
禁
賛
成
の
理
由
と
し
て

は
、
賛
成
派
の
52
・
３
％
は

「
計
画
的
に
子
ど
も
を
生
む

こ
と
が
で
き
る
」
を
挙
げ
、

イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
、
今
ま
で

自
然
発
生
的
な
子
ど
も
の
出

産
に
よ
っ
て
振
り
回
さ
れ
、

自
ら
の
人
生
の
計
画
性
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
、
ま
た
、
多
く
の
女
性
が

い
か
に
避
妊
に
悩
ん
で
い
る

か
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
解
禁
反
対
の
理
由

に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
副
作

用
が
あ
り
健
康
を
害
す
る
」

が
56
・
１
％
、
特
に
20
代
で

は
79
・
２
％
を
占
め
、
ピ
ル

の
副
作
用
問
題
の
解
明
が
解

禁
に
向
け
た
鍵
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た

「
性
道
徳
の
乱
れ
」
を
挙
げ

る
人
が
高
年
齢
に
な
る
に
つ

れ
増
加
し
、
20
代
で
は
13
・

８
％
だ
っ
た
の
に
、
50
歳
以

上
で
は
51
・
１
％
と
な
っ
て

い
る
。

　
調
査
を
担
当
し
た
山
口
氏

は
、ピ
ル
の
解
禁
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い

る
。
「
ピ
ル
の
使
用
解
禁
に

つ
い
て
調
査
結
果
は
、
副
作

用
の
な
い
ピ
ル
の
研
究
、
あ

る
い
は
避
妊
技
術
の
開
発
を

強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ピ
ル
の
使
用
解

禁
が
女
性
解
放
の
突
破
口
と

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
ピ
ル
の
使
用
に
よ
る
性

の
快
楽
と
生
殖
の
二
元
化
問

題
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

さ
れ
た
17
大

学
の
卒
業
生

約
12
万
人
を

母
集
団
と
し

て
、
比
例
割

当
法
に
よ
っ

て
２
９
８
２

人
を
対
象
に

質
問
紙
法
に

35
・
１
％
が

「
女
性
に
子

ど
も
を
生
む

選
択
権
が
与

え
ら
れ
る
」

こ
と
を
理
由

に
挙
げ
て
お

り
、
「
性
を

自
由
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
回

答
は
６
・
１
％
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
の
他
、
①
子
ど
も

を
生
ん
だ
以
上
は
20
年
間
に

わ
た
り
育
て
る
責
任
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
結
婚
後
、

女
性
の
理
想
、
希
望
を
追
求

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
②
人

口
問
題
の
見
地
か
ら
③
中
絶

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
―
等
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
女
性
が
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
を
生
き
甲
斐

と
し
な
が
ら
も
、
女
性
の
ラ

　
性
の
健
康
教
育
と
一
口
に

言
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
は

奥
深
く
、
教
育
が
終
了
す
る

ま
で
に
は
長
い
年
月
を
要
す

る
も
の
で
、
一
生
か
か
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

中
で
、
最
も
大
事
な
も
の

は
、
教
育
の
最
初
の
時
期
と

内
容
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

思
春
期
の
中
で
長
期
に
渡
り

個
人
的
に
子
ど
も
た
ち
に
接

し
、
そ
の
教
育
に
携
わ
り
影

響
を
与
え
る
の
は
小
・
中
・

高
の
学
校
に
お
け
る
養
護
教

諭
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
多
く

の
養
護
教
諭
の
性
に
関
す
る

健
康
教
育
の
知
識
は
そ
れ
ほ

ど
卓
越
し
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
て
、
現
代
に
生
き
る
子

　
家
庭
は
学
校
で
の
教
育
・

指
導
を
望
み
、
学
校
で
は
家

庭
で
の
し
つ
け
に
期
待
し
て

親
が
本
当
の
意
味
で
の
「
性

や
命
の
大
切
さ
」
を
語
れ
な

い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

簡
単
に
人
は
死
ん
で
し
ま
う

の
に
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
一
度

死
ん
だ
人
が
簡
単
に
生
き
返

る
こ
と
が
可
能
な
ゲ
ー
ム
感

覚
の
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
社
会
で

ど
ん
な
情
報
も
簡
単
に
手
に

入
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る

時
代
で
す
。
そ
し
て
、
草
食

化
と
二
元
化
の
性
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て
い

て
、
こ
の
恋
愛
氷
河
期
は
少

子
化
に
拍
車
を
掛
け
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
14
歳
以
下
は
学
校
で
の
包

括
的
な
性
教
育
が
望
ま
し
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
教
育
に
政
治
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。
法
律
的
に
は
何

を
話
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な

縛
り
が
あ
り
、
学
習
指
導
要

領
の
中
で
性
教
育
は
不
適
正

な
取
り
扱
い
を
さ
れ
、
教
科

書
の
「
発
展
」
の
項
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指

導
要
領
は
大
綱
案
で
あ
り
ま

す
の
で
逸
脱
し
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
校
長
の
裁
量
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
学
校
当
局
と
の
密

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
須
と
思
い
ま
す
。
学
校

側
の
教
員
で
の
授
業
は
時

間
、
内
容
と
も
に
限
り
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
専
門

家
で
あ
る
外
部
講
師
と
連
携

し
、
授
業
へ
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
学
校
教
育
で
の
性
教
育
の

幼
児
期
か
ら
家
庭
で
徐
々
に

免
疫
を
付
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
こ
と
で
、
こ
の
時
期

の
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
そ
の
後

を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま

ず
〝
命
の
大
切
さ
〞
を
自
然

と
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

身
近
な
動
物
や
魚
、
植
物
な

ど
を
引
き
合
い
に
出
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
理
解
し
、

自
ら
の
意
思
で
行
動
に
移
せ

る
よ
う
に
教
育
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
裸
の
、

あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
示
せ
る

お
風
呂
で
の
会
話
が
大
切
な

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
核
家

族
が
多
く
、
学
童
放
置
、
家

族
間
疎
遠
（
家
族
で
の
だ
ん

仕
方
は
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も
大
切

で
、
生
徒
の
記
憶
に
残
る
講

義
を
し
な
け
れ
ば
何
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
話
し

方
は
善
悪
で
な
く
幸
・
不
幸

で
話
す
こ
と
を
心
掛
け
る
こ

と
が
話
の
内
容
を
生
徒
に
素

直
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

最
も
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
の
低
学
年
で
は

命
の
大
切
さ
の
再
確
認
を

し
、
小
学
校
の
高
学
年
で
は

自
ら
の
快
楽
を
教
え
、
中
学

校
か
ら
高
等
学
校
で
性
交
は

快
楽
の
た
め
と
い
う
こ
と
と

避
妊
・
中
絶
も
教
え
る
こ
と

が
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の

環
境
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ベ

ス
ト
の
性
の
健
康
教
育
と
思

い
ま
す
。

ど
も
た
ち
の
知
識
は
昔
の
個

人
か
ら
個
人
へ
の
直
接
的
な

伝
道
で
は
な
く
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
介
し
た
一
方
的
な
伝

道
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、

そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
個
人
で

の
勝
手
な
解
釈
で
だ
ん
だ
ん

自
分
の
中
で
正
し
い
も
の
と

認
識
さ
れ
て
い
く
と
い
う
怖

い
世
の
中
で
す
。

　
具
体
的
に
は
「
正
し
い
性

に
関
す
る
知
識
」
や
「
命
の

大
切
さ
」
を
知
ら
ず
に
育
っ

て
し
ま
っ
た
環
境
や
家
庭
で

て
い
な
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏

ま
え
て
、
現
代
の
生
き
に
く

さ
に
立
ち
向
か
う
た
め
の

「
性
に
関
す
る
指
導
」
を
行

う
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
環
境
の
中
で
、

「
性
に
関
す
る
指
導
」
に
関

し
て
何
を
ど
れ
く
ら
い
家
庭

と
学
校
と
で
分
担
し
合
う
の

か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き

ま
す
。

　
私
は
「
性
教
育
は
ワ
ク
チ

ン
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

免
疫
反
応
が
強
い
時
期
、
す

な
わ
ち
小
学
校
入
学
ま
で
に

い
る
の
も
事
実

で
す
。
し
か
し

「
大
人
は
子
ど

も
た
ち
に
い
つ

ま
で
に
ど
こ
ま

で
教
え
れ
ば
い

い
の
か
？
」
や

「
子
ど
も
た
ち

は
性
に
つ
い
て

ど
ん
な
こ
と
を

知
り
た
い
の

か
？
」
な
ど
の

基
本
的
な
こ
と

も
は
っ
き
り
し

ら
ん
や
会
話
が
な
い
）
の
子

ど
も
た
ち
も
大
勢
存
在
し
、

こ
の
よ
う
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
子
は
逆
に
悲
劇
と
な
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で

保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
教
育

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
義
務
教
育
で
包

括
的
な
性
教
育
を
行
う
前
の

プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
命
や
愛
や
感
謝
の
気

持
ち
を
わ
ざ
わ
ざ
学
校
の
性

教
育
で
話
す
必
要
は
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
２
月
24
日
、
政
府
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
専
門
家
会
議
」
を
開

催
。
感
染
拡
大
ス
ピ
ー
ド
の

抑
制
は
可
能
と
の
見
解
を
示

す
と
と
も
に
、
３
月
上
旬
ま

で
の
１
〜
２
週
間
の
動
向
が

感
染
拡
大
を
防
げ
る
か
ど
う

か
の
瀬
戸
際
と
し
て
い
る
。

　
25
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本

方
針
」
が
出
さ
れ
、
国
民
に

こ
の
感
染
症
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
対
応
を
促
し
、
手
洗

い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
一

般
感
染
対
策
の
徹
底
、
発
熱

等
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
の

休
暇
取
得
・
外
出
自
粛
、
適

切
な
相
談
を
し
な
い
で
の
医

療
機
関
受
診
の
自
粛
と
い
っ

た
こ
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
に
対
し
て
は

症
状
が
見
ら
れ
る
職
員
ら
へ

の
休
暇
取
得
勧
奨
、
テ
レ
ワ

ー
ク
や
時
差
出
勤
の
推
進
を

呼
び
掛
け
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
地
域
・

企
業
へ
は
開
催
の
必
要
性
を

再
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
。

講演会で質問に答える髙橋氏

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

政
府
が
対
策
の
基
本
方
針
を
公
表

学
校
に
お
け
る
性
教
育

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
性
と
命
の
教
育
を

子
ど
も
へ
の
性
教
育
の
欠
如

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）


